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9月2日
ガバナー公式訪問
（夜間例会）
18：30～19：30
ホテルグランヴィア岡山　
３Ｆパール

8月26日
「素人集団が取り組んだ

飛行機作り」
岡山県立水島工業高等学校
工業化学科

科長 坪井 輝明 様

9月9日
クラブフォーラム
（青少年奉仕）

No.0986　2013.9.2　第8例会

8月19日

氏房会員

児島会員 末吉会員

西岡会員

－１－

出席の状況
会員数　55名（内出席免除　３名）　出席者数　40名　欠席者数　15名
出席率　74.07％　　前々回訂正　94.23％　　　　
欠席者　相原，福島，原，堀川，加戸，梶谷，川本，菊井，小橋，永見，大賀，大饗，竹本，槌田，
　　　（平野）

S . A . A . 　 　　
IDMで楽しい時間をありがとうございま
した。参加料の替わりにスマイルします。

先日は誕生日にお花を送って頂きありが
とうございました。受け取った母親がそ
の立派さに大変感激しておりました。受
け取るのが母親から妻に変わる日がは
たして来るのだろうかと思う今日この頃
です。

会 長 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 会　長　横　山　俊　彦
　先週、糸島ガバナー補佐をお迎えしてのクラブ協議会に理事・役員を始め各委員長・新入会
員が出席され誠意ある報告をしていただき誠にありがとうございました。早速、糸島ガバナー補
佐より改善すべきところとして指導者育成プランに沿った勉強会をするよう指摘がございました
ので取り入れて参りたいと考えております。
　また、２１日にＩＤＭが開かれ多数のご参加を嬉しく思う反面年配の会員の出席が少なく残念とも感じました。た
まには年配だけの「ＯＬＤ　ＩＤＭ」を開いても良いかと思っていますので理事・役員会に上げますので宜しくお願
い致します。　

幹 事 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 幹　事　山　田　喜　広
⒈ ９月のロータリーレートは１ドル＝１００円です。
⒉ 岡山西南ＲＣより、創立４５周年記念事業の盲導犬啓蒙活動プロジェクトのご案内がござい
ましたので回覧します。ご参加をご希望される方は添付のチラシでお申し込みください。

⒊ 今週の週報で記入誤りが有りました。最終頁の終わりに例会情報があり次週メニューを月見
夜間例会になっております。訂正でガバナー公式訪問にて松花堂弁当となります。

⒋ 来月１日に会員増強・ロータリー財団合同セミナーが津山で開催されます。出席予定者は大饗委員長、高橋峯
委員長、会長、幹事です。

　
外 部 卓 話

「素人集団が取り組んだ飛行機作り　『エアロMECIA　～夢への挑戦～』」
岡山県立水島工業高等学校　工業化学科　坪井　輝明　様

　本校は４年前より誰もが取り組んでいない未知の技術に挑戦するエアロMECIAプロジェクトをス
タート。その目的は①工業高校の技術の限界に挑戦、②新素材の活用技術の開発、③工業高校の
在り方・活かし方の模索、という大きなもの。しかし素人集団が夢だけを追いかけてスタートしたプロ
ジェクトは失敗の繰り返しで、専門家にアドバイスを請うと99％無理だからやめた方が良いと言われたが、あきらめずこつこつと
問題を解決した。技術を身に付つけた生徒は匠の卵となり、信頼関係も生まれた。およそ２０の企業、関係機関からの協力とメ
ンバーの決して諦めない粘り強さのおかげで、エアロMECIAはほぼ完成、笠岡ふれあい空港において完成披露と試験走行
を行った。まもなく航空局より許可を得てジャンプ飛行を行う予定である。このプロジェクトを通して工業高校の技術の限界の１
つを突破し、また生徒のそれぞれの個性を伸ばすことが出来たと感じている。「ものづくりは人づくり」の意味と、「夢を語るこ
と」の大切さをかみしめることができた取組であった。。

前回８月26日の例会記録前回８月26日の例会記録前回８月26日の例会記録前回８月26日の例会記録

例会プログラム例会プログラム例会プログラム例会プログラム

先週一週間北海道に行ってきました。
仕事を忘れて、十分にリフレッシュしてき
ました。先週例会を休みましたのでスマ
イルします。

週報にて間違いがございました。9月2
日が月見夜間例会となっておりますが、
ガバナー公式訪問でございました。申
し訳ございません。スマイルさせて頂き
ます。

以上，４件　13,000円（累計　2,013,000円）
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米山記念奨学委員長研修会ならびに米山記念奨学生・学友親睦会 国際奉仕委員会（米山記念奨学）委員長　平松　信
　2013年8月25日に国際ロータリー第2690地区の米山記念奨学委員長研修会ならびに米山記念奨学生・学友親睦会が、岡山市
のメルパルクにて開催されました。
　研修会では、森本信一ガバナーの挨拶、次郎丸清志地区米山奨学会委員長の講話、グループ討議が行われました。グループ討
議の共通のテーマとしては、①クラブの会員はどの程度「米山奨学事業」について理解しているか？　②各クラブの「地区の寄付目
標」の達成状況と、達成するための方法と課題？　③会員の理解を深め、さらにステップ・アップするための施策？　であり、グループ
毎に自由討議の後にリーダーが発表しました。
　先輩ロータリアンの辛抱強い努力が、花咲いて実を結び種が育っていること、また、米山学友（元奨学生）と現役奨学生によって組
織される学友会が、日本国内に31、海外にも台湾、韓国、中国、タイの4か国に設立されていると次郎丸委員長から説明がありました。
　2009年3月に設立された中国学友会の初代会長姫軍（ジ・ジュン）さんの次のようなスピーチの一部が紹介されました。
「我々学友が、日本を最も理解する中国人と言えなければ、我 よ々り日本をもっと知る中国人はいない。中国人の中で、我々が日中友
好を最も望んでいる人でなければ、我 よ々り日中友好を望んでいる人はいない。中日関係の友好的な発展に寄与することが、我々の
責任、使命です。」
　研修会の後、米山記念奨学生・学友親睦会（岡山エリア）が開催されました。奨学生9名・学友11名、そして世話クラブのカウンセ
ラー全員のスピーチがあり、当クラブからは楊　（ヨウ・ウ）さんと、カウンセラーの岡本和夫会員が挨拶されました。
　学友会会長代理で挨拶された何暁麗（カ・ギョウレイ）さん、講話をされた米山親善大使の楊小平さん、ネパール出身の学友アル
チャナ・シュレスタ・ジョシさんをはじめ、奨学生、学友全員が米山奨学生である（あった）ことの意味について、美しい日本語で各人の
思いがこもった挨拶をされ、参加者全員が感銘を受けました。
　米山記念奨学生が一人もいないクラブもある中で、岡山北西ロータリークラブが楊　さんの世話クラブになれましたこと、岡本和
夫会員をはじめ皆様に心から感謝申し上げます。
　2690地区の米山学友会については、森本ガバナーのHP(http://www.rid2690.jp)のTOPページにリンク先として表示されてい
ますので、ご参照ください。
○「私にとってのロータリーモーメント」 小松原　隆代  会員
　公務員の娘の私がロータリーを知ったのは、約40年前、学生時代の時です。
　大学の女子寮生160名は、田舎の良家の子女が多く、イギリスに1年間留学の経験を持っていたり、お父様のお仕事で海外生活
経験のある帰国子女でした。友人達は、ロータリークラブの交換留学生で留学経験し、お父様はロータリーアンでいらっしゃいました。
寮生の保護者には、経営者や議員さんが多かったので『ロータリークラブ』は学生時代からとても聴き慣れた言葉でした。ただ、学生
ですから、その内容を知るはずもなく、しっかりとした理念をもって活動する奉仕団体と知ったのは、大人になってからの事です。
　そして、17年前、まだ子供達が小さい頃、真鍋・市川両先生から、入会のお声掛けを頂いた時、「私のような者では。。。」と申しあ
げながらも、少し下心が湧いてきました。
　学生時代に、友人がロータリーの交換留学生でイギリスに行ったことを思い出したのです。おりしも、長男が在学中の中学から、イ
ギリスのケンブリッジに短期留学して、留学にたいへん興味を持っていた時でした。『ロータリアンの方のお家でお世話になることが
出来れば、普通の留学と違って、安心して留学させることが出来る』お兄ちゃんの留学経験で、下の子供3人もみんな「留学したい
と思っていましたので、心配症の私にとっては、これ以上のことはない!!と思いました。これが、初めて明かす『極めて不純極まりない
私の入会理由』です。
　結局、ロータリーで留学のお世話になることはありませんでしたが、子供達は皆、大学留学等を経て、無事に社会で人さまのお役
に立たせて頂いています。学生の時に、ロータリアンを保護者に持つ友人との出逢いがなければ、先生方にどんなにお誘い頂いて
も、私がロータリーに入会させて頂くことはなかったと思いますし、子供達の留学の夢も、夢で終わっていたと思います。
　私がロータリーに入れて頂くことで、考えてもいなかった可能性を見出すことが出来、子供の留学について、前向きに考えるように
なったことは、我家にとって、とても有意義なことだったと思っています。
　最後になりますが、ロータリーに入って17年間、色 な々経験の中で、一番強く感じることは、他の会合の出席や、仕事で他県に行っ
た時に、ふとしたきっかけで、お互いにロータリアンであることが解ると、一気に打ち解けて、とても早く仲良くなれる良さです。会合に
おいても、仕事においても、これは、たいへん有意なことであり、充分に活かすべきことだと感じています。

寄　稿　文 「赤石岳・悪沢岳登山記」（平成25年  8月10日～14日） 岡本　和夫　会員
　大井川は駿河、遠江の国境をなしており、全長168km、中流域で蛇行しながら駿河湾に注いでいる。静岡県域で北に角のように突き出ている
所が源流部で、3000ｍ級の山々に囲まれ、深く嶮しい谷を形成している。アクセスしにくい地域ということもあり、何となく敬遠していた。お盆休暇を
多めにとり、荒川三山と赤石岳へ登ることにした。
　正午過ぎ妻と二人で車で出発。草津SAで久しぶりに山行を共にする弟が合流し、静岡駅で次男が加わった。夕食を摂りながら登山コースの選定
を行い、反時計回りで三泊四日と決定した。日もとっぷり暮れたなか、安倍川とその支流を遡り井川ダムへ、さらに大井川を遡り、畑薙第二ダムから第
一ダム近くの駐車場にやっとの思いで到着した。深夜11時をかなりまわっていた。駐車場の空きスペースにテントを二張り設営し眠りについた。
　翌11日は6時40分発の東海フォレスト㈱運営のバスで出発した。今年は降水量が地域によりかなり偏っているが全国的にみれば少雨で、畑薙
湖は貯水量がなく細い水流を形成している状態であった。1時間余りで登山基地の椹島（1123ｍ）に到着した。椹島を中心とした静岡県の北に突
出している地域は、大倉財閥を創始した大倉喜八郎（1837～1928）が明治28年、徳川家の家臣であった酒井家から購入し、現在グループの特
殊東海製紙㈱の社有林となっている。大倉氏自身も89歳の時、駕籠に乗ったり背負われたりして赤石岳へ登頂したという。その時のルートは大倉
尾根としてその名が残っている。8時ちょうど大倉氏を祀った神社の脇から出発した。二軒小屋へ通じる滝見橋のたもとで左に入り、奥西河内に
架かる短い吊り橋を渡って尾根にとりついた。ここからは尾根道を進み、小石下（1586ｍ）から林道を横切って１時間10分で清水平（1877ｍ）に到
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